
団体向け

日帰りバスツアー



■大紀町の農山漁村観光の特徴

大紀町の海・山・川各エリアにある農林漁業体験民宿、
飲食店、体験施設と連携

個人やグループ、教育旅行、団体旅行の受入れ一括窓口
オーダーメイドの旅をご提案します！

受入可能宿泊者数 20軒
合計約100名

■大紀町の３つの柱

１．世界遺産熊野古道と皇大神宮別宮・瀧原宮
２．食・・・松阪牛・天然鮎・伊勢ぶり・伊勢まだい
３．人・・・語り部や民泊の女将さん



三重県随一のぶりの漁獲高を誇る、大紀町錦漁港で、毎年4月上旬の土曜日に開
催される「錦ぶりまつり」。天然ぶりの刺身や海藻ひろめ汁のふるまいをはじめ、
新鮮な鮮魚、魚介類の販売、飲食ブースの出店があり、ぶりの水揚げ作業も
見学できます。
ぶりまつりの後は、桜の名所巡りをお楽しみください。

■錦ぶりまつりと桜の名所巡り



第63回伊勢神宮式年遷宮に向けて、今年4月からいよいよ民俗行事の「御木曳」が始ま
る神宮。皇大神宮と別宮5社（荒祭宮、風日祈宮、瀧原宮、瀧原 宮、伊雑宮）を語り

部がご案内。
昼食はおかげ横丁で、郷土料理「てこね寿しと伊勢うどん」。

■語り部と歩く「皇大神宮（内宮）と別宮5社巡り」

第63回伊勢神宮式年遷宮に向けて、今年4月からいよいよ民俗行事の「御木曳」
が始まる。皇大神宮と別宮5社（荒祭宮、風日祈宮、瀧原宮、瀧原竝宮、伊雑宮）
を語り部がご案内。
昼食はおかげ横丁で、郷土料理「てこね寿しと伊勢うどん」を召し上がって
いただきます（オプション）。



第63回伊勢神宮式年遷宮に向けて、今年4月からいよいよ民俗行事の「御木曳」が始ま
る神宮。皇大神宮と別宮5社（荒祭宮、風日祈宮、瀧原宮、瀧原 宮、伊雑宮）を語り

部がご案内。
昼食はおかげ横丁で、郷土料理「てこね寿しと伊勢うどん」。

■語り部と歩く「熊野古道三瀬坂峠と瀧原宮」

伊勢と熊野三山を結ぶ聖地巡礼の道「熊野古道伊勢路」。
その中でも比較的楽に歩くことができる「三瀬坂峠」と、熊野参詣道沿いにある皇
大神宮別宮の瀧原宮を、地元の語り部がご案内。
最後は、瀧原宮の門前にある道の駅奥伊勢木つつ木館で、昼食と休憩。
昼食は地元特産品である「松阪牛重」をご用意します。



生きたアユで1年の豊漁を占う神事が1000年以上もの間続いて

毎年、瀧原宮の神嘗祭を奉祝し、地元の旧神領民が中心となって、

その年の稲穂を瀧原宮へ奉納する伝統行事「初穂曳」。

揃いの法被を着て、奉曳車を瀧原宮まで引き初穂を奉納。

同時開催の大紀ふれあいまつりでは、屋台や体験ブースがあり、餅まきなど

も楽しめます。

■瀧原宮初穂曳特別神領民



夏休みファミリー向け

アドベンチャーツアー



熊野灘沿岸錦湾で今では数人しか行っていない伝統漁法の「小型定置網漁業」を実際に
体験し、自分で獲った多種多様な魚種を撮影、自分だけの魚図鑑を作成します。

獲った魚は地元のお母さんたちにより、地域で食べられている調理方法で食べていただ
きます。

定置網漁業の歴史、特徴、漁獲物環境への影響（CO2、乱獲、生態系）について、水産
分野の専門家がガイドするサステナブルツーリズムです。

熊野灘沿岸錦湾に伝わる伝統漁法「小型定置網漁業」体験。

定置網漁業の歴史、特徴、漁獲物環境への影響（CO2、乱獲、生態系）について、

水産分野の専門家がガイドするサステナブルツーリズムです。

獲った魚は全て、お土産としてお持ち帰りいただけます！

■伝統漁法「小型定置網漁業体験」



■民キャン「民泊×キャンプ」

自然の力でできた鍾乳洞に入り、地下のの世界を探検するツアー。

長年の水の浸食により、石灰岩が作り出した天然の洞窟「阿曽の風穴」。

その神秘的で、ドキドキ・ワクワクする非日常体験を、日本ケイビング協会認定

ガイドがご案内します。

■洞窟探検「ケイビングツアー」



お気軽にお問合せください！

一般社団法人 大紀町観光協会

事務局長 山添 みゆき

住所：三重県度会郡大紀町滝原870-37

電話：0598－86-7077

FAX：0598－86-7078

Mail：taikickk@ma.mctv.ne.jp

Hp  ：https://taiki-okuise.jp/

mailto:taikickk@ma.mctv.ne.jp
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